
図l 新D10形電子交換機用中央処王里系装置
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電子機器

情報化社会の中枢をになう通信機器は,主体となっていた音声通信(電話)

に加えてデータ･画イ象通信の需要が伸長しており,‾最適かつ経済的なシス

テムを目指して製品の開発･改良が活発に進められている｡特に半導体素

子の急激な進歩は,通信機器の内容に大幅な変化をもたらすとともに機能

のソフトウェア化が着々と進められている｡

電話交換機分野では,クロスバ交換機から電子交換機への転換が急ピッ

チで進むとともに改良が進められている｡国内では局用DlO形電子交換

機の中央処理系装置の処理能力を向上し,かつファイル記憶に磁気バブル

メモリを採用した新DlO形電子交換機用中央処理系装置を納入した｡一方,

海外向けではDlO形電子交換機が輸出され現在好調に稼動している｡交換

機の付帯設備では電磁式の度数計を電子化して,ソフトウェアを組み込ん

だ通話料金管理装置を製品化し好調な生産が続けられている｡

データ通信分野では,局用D50データ交換機が完成し,昭和54年度から

商用試験に入ることになった｡また国内･外の拠点にパケット交換機を設

置して,衛星通信回線によりこれら拠点間を結び,ファクシミリ･データ

通信を行なうとともに自動切替により電話にも使える国際ファクシミリ通

信システムを株式会社日本興業銀行へ納入した｡

画像通信分野では,ファクシミリの需要増加が顕著で,電話機に続く通

信端末機器として期待されている｡現在低･中速機についてはCCITT(国

際電信電話諮問委員会)勧告が決定しており,これに合致した中速機を発売

した｡高速機についてはCCITT勧告案が審議されており,この勧告案を勘

案した新高速機を開発した｡

テレメータ分野では,マイクロコンピュータを採用し機能をソフトウェ

ア化した拡張性･融通性に富む計測データ通信装置を納入し,現在順調に

稼動中である｡

通信応用分野では,流通業界向け小形音声応答システムを開発し受注･

管理業務の合理化に最適なシステムとして,1号機を株式会社神田精養軒

に納入の予定である｡また一般のテレビジョン受像機と押しボタンダイヤ

ル電話機を端末として,利用者が必要な情報を静止画,音声あるいは動画

の形で画像センタから取り出せる画像応答システムを開発し,日本電信電

話公社内で種々の試験が進められている｡

放送機器分野では,サチコン⑧を使った3管式の多目的カラーカメラを開

発した｡本機はカメラヘッドとカメラ制御器とを分離した2ピースタイプ

で,スタジオ内はもちろん野外中継にも使える構造とした｡
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通信機器
新D10形電子交換機用中央処理

系装置を納入

新DlO形電子交換機用中央処理系装

置は,現在主力となっているDlO形中

央処理系装置に対比して,価格的には

同等以下で,約3.4倍の処理能力をもっ

ているが,このたび1号機を日本電信

電話公社新棟須賀局に納入した｡この

装置の基本構成は,国1に示すように

処理装置と最大1Mバイトの主記憶装

置及び一最大4Mバイトの才滋気バブル記

憶装置(2装置/架)から成っている｡

この中で,処理装置と磁気バブル記憶

装置とは,オンライン動作での信頼度

を得るため二重化構成としてある｡な

お磁気バブル記憶装置は,電子'交換機

のファイル記憶として世界に先駆けて

採用したものである｡今後,この装置

は日本電信電話公社用及び輸出用の標

準交換機として主力製品となる｡

サッカー･ワールドカップ'78用

日立電子交換機を納入

1978年6月1日からアルゼンチン回

で開催されたワールドカップ･サッカー

大会で,日立製作所がアルゼンチン電

気通信公社シバ国際局に納入したDlO

形電子交換機が大活躍をし好評を博

した｡

ニの交換機は,同大会に集まる報道

関係者が,同国内6箇所に散在してい
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図3 通話料金管理装置

コンソール及び記金蔓例

る大会会場から,試合の状況を一刻も

早く本国へ知らせるために使用された｡

主な機能は二大に述べるとおりである｡

(1)押しボタンダイヤル電話機による

国際自動接続

(2)CCITT No.5信号方式による相

手国とのインタワーキング

(3)CRTディスプレイ,テレプリン

タによる料金即知(図2)

(4)遠方加入者の収容及びその制御

なおワールドカップ以降,本機は一

般加入者に対し国際自動ダイヤルサー

ビスを提供している｡

通話料金管理装置を納入

公共団体,企業などで経費の節i成が

求められている現在,通信経費の効率

的な運用を行なうため,通話料金管理

に対する要求が高まっている｡

従来,構内交換電話(PBX)での通

話料金管理は,度数計によって行なわ

れていたが,市場要求を踏まえ通話料

金の記録,集計を自動的に行ない,通

話明細も記録できる管理装置を開発し,

現在多数の納入実績を得ている｡

小容量(内線120回線以下)と中容量

(内線600回線以下)タイプがあり,主

重量
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図4 D50号Aパケット多重化装置
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な特長は次のとおりである｡

(1)通話度数を料金に自動換算して,

記録できる｡

(2)通話料金を部･課などのグループ

ごとに自動集計できる｡

(3)通話時間,相手先番号などの明細

を自動記録できる｡

(4)長時間通話表示などの豊富な付加

機能が準ノ博されている｡

匡13にコンソール及び記録例を示す｡

D50データ交換機を納入

昭和46年から日本電信電話公社を中

心として開発されてきたデータ交換機

は,いよいよ昭和54年度から商用試験

を行なうこととなった｡今回商用試験

が行なわれるのは,パケット交換と匝】

線交換の両サービスであるが,この両

サービスを行なうための各種データ交

換機を,昭和53年度に日本電信電話公

社へ納入した｡その主要なものは､パ

ケット交換サービス用のD50号A高速

信号制御装置(パケット交換機を構成)

とD50号Aパケット多重化装置(図4,

パケットの送受とパケ､ソトの組立分解

及び集線機能をもつ),回線‾交換サービ

ス用のD50号A集線多重化装置(集線機
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図5 株式会社日本興業

銀行納め国際ファクシミ

リ通信システム用パケッ

ト交換機

能をもつ)である｡

株式会社日本興業銀行納め

国際ファクシミリ通信システム

東京本店と海外拠点にパケ､ソト交換

機を設置し,衛星通信回線によりこれ

ら拠点間を結ぶ国際ファクシミリ通信

システムを昭和53年12月に出荷した｡

このシステムは,パケット交授方式を

採用し,ファクシミリ端末,データ端

末を相互に接続するとともに,電話■交

換機を併置し,回線をパケット通信用

と電話通信用に自動的に切り替えるこ

とにより多目的な預合通信システムを

実現している｡

このシステムの主な特長を次に述べる｡

(1)パケット交換方式により,エラー

フリーな通信を提供する｡

(2)ファクシミリ,データ,電話など

の種類の異なる通信で回線を共同利用

し,回線使用率を高める｡

(3)パケット交換機に大容量ファイル

メモリを付加することによr),同報通

信,代行受信,優先処理など,多彩な

サービスを提供する｡

図5にこのシステムで片卜､ているパ

ケット交換機を示す｡

49



払+し
しi⊥+

ゝi L

濁叩

図6 HF950×形ファクシミリ装置
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図7 中速ファクシミリHF341X
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新高速ファクシミリ

HF950X･HF550Xを開発

ファクシミリの利用分野の拡大には,

異機種間の相互通信を実現することが

重要な課題であったが,既にCCITT

で,低速機,中速機に続いて高j重機の

勧告案が審議されており,その骨子が

ほほ'内定している｡この装置は,この

勧告案を勘案するとともに,日立製作

所巧虫自の新機能を加味Lた最新鋭の高

速ファクシミリ装置である(図6)｡

主な特長を次に述べる｡

(1)CCITT標準規格(ただし,内定し

ている勧告案)に主筆拠している｡

(2)符号化方式に1二大元のほか2二大元

方式も才采用し,電送速度を従来機より

も平埠J30%向上.した｡

(3)伝送制御だけでなく符号化処羊削ニ

マイクロコンピュータを採用し,部分

送り,ポーリ ング,電話予約,ハーフ

トーンの再現など,多機能化を図った｡

(4)記録紙のむだ紙部分を完全になく

すとともに,′ト形･軽量化を図った｡

中速ファクシミリ

HF341X･HF342Xを発売

近年,ファクシミリの需要は急速に

増えており,使いやすく経済的で他機

種と交信できるファクシミリが強く要

求されている｡これにこたえ,CCITT

の勧告に合致し,かつ機能が豊富で汎

用性のある中速ファクシミリ2機種を
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図8 新形汎用計測

データ通イ言システム

(観測局装置)
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図9 ;充通業界向け小形音声応答システム

開発し発売した〔〕HF341Ⅹは,感熱記

如こ,平面起_査,マイクロコンヒュ一夕

制御などを採用し,■ 速度と他社機との

交信性に関して五つの動作モードをも

ち,機能として自重か_受信,自動カlソタ,

1京砧自動給紙,ポー1リング(不巾イl動送

信)などをもつ高級機である(図7)｡ま

た,HF342ⅩはHF341Ⅹの機能の一部

を割愛した普及機である｡,二の2機種

の組合せのはか,日在席速FAX(小過

コンバータ付)との組でナせ,同報装置の

併用など,用途やトラヒソクにI芯じて

絶満的なシステム構J克ができる.っ

マイクロコンピュータを導入し

た新形汎用計測データ通信シス

テムを納入

上下水道,濯漑,パイプラインなど

の設備に対する計測,監視,制御や,

公害データの収集に使用される計測

データ通信システムにマイクロコンピ

ュータを導入し,従来ハードウェアに

より実現していた機能を,大幅にソフ

トウェアに置き換えた新しいシステム

を開発し,既に順調に稼動中で,今後

の需要が期待される(図8)｡

主な特長を二大に述べる｡

(1)マルチプロセッサ方式の採用によ

I),システム規模に応じた効率の良い

システム構成が可能である｡

(2)拡張,増設変更,機能の充実など

に柔軟に対処できる｡

(3)自己診断機肯邑の充実により,保守

性,操作性に優れている｡

(4)少数のハードウェア標準ユニット

の組合せによりシステムが構成できる

ため,極めて仁哀別生が高い｡

電子機器

主充適業界向け小形音声応答シス

テムを受i主

i鹿追業界での受i主菜7紡は,大部分は

電i活によって行なわれている｡しかし,

′姜i主量の増大に伴って′受付要員の1く凪.

サービスのイ托下,兼務の遅i滞などを招

く ことになる｡

二れらの田]題を解消するシステムと

して,i鹿追業界向け′ト形音声応答シス

テムを開発Lた(図9)｡

このシステムは,押しボタンダイヤ

ル電話機を入出力端末として利用し,

′受話器から聞こえてくる音声に従って

押しボタンダイヤル電話機のボタンで

デ【タを入力するもので,特殊な端末

設備か不要なこと,専任オペレータが

不要なことなど多くのメリ ットをもっ

ており,i充適業界の受i主管理業務を合

理化するのに最適なシステムである｡

このシステムの1号機は,株式会社

神田精養軒の電話′受付システムで,昭

和54年2月からサービスインの予定で

ある｡
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ケーブル

図Il VRSの基本構成

画像応答システムを開発

近年,情報化社会の進展に伴って河影

大な情報が氾濫しており,今後ともこ

の傾IF】Jが強まると予想きれる中で,情

報を必要とするときに,利用‾者が自由

に選択できるような′受け手主導形の娼

イ言システムが期待されている｡

これに応ずる手段として,視1他覚と

コンピュータとを組み†ナわせた画イ象十方

報システムが有効である｡昭和49年か

ら[†本電イ言電話公社の指導のもとに,

この画イ象情報システムの一一一形態として

向條応答システム･VRS(Video Res-

ponse System)を開発し,日本電イ言電

話公社杜｢メっに実験システムが構成され,

種々の試験,機能改良及び利用調査が

進められている｡

VR Sは一般のテレビジョン√受條機

と押しボタンダイヤル電話機などを端

末とし,これを既設の電話ケーブルに

【t】継器を挿入したJ上帯城伝送主格により

l和イ像センタと接続する構成をとり,利

鞘者が簡単な操作で必要な情報を必要

とするときに会話形式で,静l=可,音

声あるいは動直iなど豊富な形で取得で

きるシステムである(図川,図11)｡

このシステムは,その利用面から更

に二大のような特長をもっている｡

(1)個別の要求に個別にこたえるシス

テムであるため,利用時間や情報の選

択に対する自由度が高い｡

(2)マンマシンシステムであるため,

相手を意識せずに利用できる｡

(3)特に視覚情報は,情報をパターン

端末

**

+
○

_+

注:

TA=送信増幅器

REP=広帯域中継器

CONV=VHFコンバータ

*=テレビジ]ン受像機

**=プッシュホン又は簡易キーボード

認識的にとらえることができる特質を

もち,情報の選択取得に適しているr〕

二のように,VR Sは新しい情報メ

ディアとして,稚々の情報検索･案内

サービスのほかCAI(Computer-Assis-

tedInstruction)などの個別学習など,

広範な分野への適用が考えられている｡

本邦初の農村多元･情報システム

施設を納入

日_立CATV(Community Antenna

Television)グルーーブすなわち,日J二製

作所,日東電線株式会社,日立電子株

式会社,八木アンテナ株式会社及び日

立電子サービス株式会社は,共同して

我が回初のMPIS(MultiPurposeInfor-

mation System:農村多ノ亡情報システム)

をⅠ岐阜県国府田丁に納入した｡MPISは

同l帥ケーブルの広帯士或性を利用しCATV

技術を発展させたもので,テレビジョ

ンの自主放送を主な目的に,その他

FM放送波･テレビジョン放送波の再

送イ言などを行なうものである｡

二の施設は自主放送系,放送波再送

イご系,送出系及び伝送系の各設備で構

成されるが,特に伝送系は全町内を対

象とするため,幹線100km,線路増幅

器129台に及ぶ大規模なものである(図

12)｡MPISは営農･生活情報を公共施

設などから中継又は錨伸i放送すること

も可能であり,農村地士朗-ヒ会の新しい

コミュニケーションメディアとして今

後の普及が期待される｡
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図12 岐阜県国府町農村多元情報シス

テムのテレビジョン放送波受信設備
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匡I13 SK-96スタジオカメラヘッドタ十観

SK-96放送用カラーカメラを受i主

サチコン他の高解像度と良好な色jヰ

硯件を生かした,そインチ･3管式の

多目的カラーカメラSK-96を開発し,

現イl三好調な√受注を続けている(図13)｡

二のカメラは,カメラヘッドとカメラ

f別御器から成る2ピ】スタイブのカメ

ラである｡スタジオカメラへ､ソドは,

7インチビュ…ファインダ,22倍ズー

ムレンズを装備L,カメラ制御器との

間は多心ケーブルで200mまで延良でき

る｡また,ポータブル用として使用す

る場合はカメラヘッドには,1.5インチ

ビューファインダ,12伯ズームレンズ

を使用する｡スタジオカメラヘッドに

多重†去送ユニットを収納することによ

-)､カメラ′＼ツドとカメラ制御器描Jを

同軸ケーブル1本で1,500mまで延長す

ることができ,野外の中継に大きな機

動性を持たせている｡
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